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javaberine A の不斉全合成
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【目的】我々は分子内不斉アミノリチオ化による(S)-laudanosine (1)の不斉全合成を

既に報告している 1)。今回、(S)-laudanosine を用いて javaberine A (3)の不斉全合成

を行った。 
【実験・結果】(S)-Laudanosine (1)を mCPBA で酸化して N-oxide とし、塩酸塩とし

たのち硫酸鉄で処理したところ、光学純度を損なうことなく N-脱メチル体 2 が得

られた 2)。引き続くカルボン酸 4 との縮合、Bischler-Napieralski 環化反応、LiAlH4

還元、O-脱メチル化 3)を経て、javaberine A (3)の不斉全合成を達成した。 
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